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独自指標『教育実践マトリクス』による実態把握に基づく授業実践 

 

〜学びの客観性をめざして〜 

大阪府立西浦支援学校 

教諭・樋井一宏 

 

はじめに 

 筆者が勤務する大阪府立西浦支援学校（以下本校）

は平成27年1月1日に設置され、同年4月に開校した

知的障がいのある児童生徒が通う支援学校である。本

校では、開校より５年間、小学部１年生〜高等部３年

生まで１２年間の全ての教育活動を支える基盤として

独自の指標『教育実践マトリクス』（資料①）を活用し

ている。この指標は児童生徒の実態把握および学習の

ねらいの設定、年度の学習活動の評価、次年度への引

き継ぎ資料、課題別グループ決定の参考資料として活

用している。入学から卒業まで同一の指標を用いるこ

とで情報を可能な限り正確に引き継ぎ、全教員で共有

しながら一貫した学習活動を行うことを目的としてい

る。開校以来５年間継続使用し、その過程において実

情に応じた改訂等も行ってきた。 

『教育実践マトリクス』とは 

 近年、特別支援学校では多様な生育歴、学習環境で

育ってきた多くの児童生徒を受け入れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校もその例外ではない。そして、多様な児童生徒を

受け入れる教員もまた経験や経歴等も多様で共通認識

の形成には多くの時間が必要である。そこで教員が児

童生徒の実態を把握するための共通の指標が必要であ

った。多様な児童生徒を受け入れるにあたり、教員が

素早く的確に児童生徒一人ひとりの実態を把握し情報

を共有するためには十分な話し合いが不可欠である。

しかし、経験も経歴も違う教員同士が児童生徒の実態

について話し合うとき、明確な観点がなく客観性と具

体性を欠いた曖昧な話に終始してしまう恐れがある。

それでは、十分な教育活動を行うことは難しい。そこ

で、その課題を解決すべく『教育実践マトリクス』を

開発した。 

『教育実践マトリクス』は主に次の２点を主眼に開発

された本校独自のツールである。目的の第１は、児童

生徒の実態把握及び、それを基にした児童生徒一人一

人に応じた適切な課題の設定を行うことである。目的

の第２は、教員・保護者・福祉機関などの児童生徒の

関係者間における「児童生徒像」の共通認識をよりス

ムーズに形成することである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料①『教育実践マトリクス』 
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②

①

□自分の要求（～をした
い、～がほしい等）を相
手に伝えることができる
（言葉、動作、カード等）
□簡単な感情を言葉や
絵カード、身振りなどで
伝えることができる

□簡単な発語によって要
求（ちょうだい等）を伝え
ることができる
□絵カードや身振りなど
を使って一定の要求
（ちょうだい等）を伝えるこ
とができる

□特定の相手に対して
感情表現（楽しい、怖い
等）を行うことができる
□特定の相手に対して
簡単な要求（ちょうだい
等）を伝えることができる

□周囲の人に対して感
情を伝えようとする（微笑
む、泣くなど）
□周囲の人に対して簡
単な要求（指さし等）を伝
えようとする

Ⅲ：伝統と文化の尊重

□芸術作品に自主的に
触れる機会を持ち、理解
を深めようとする
□伝統芸能などに自主
的に触れる機会を持ち、
理解を深めようとする

□芸術作品に興味関心
を持って鑑賞する
□伝統芸能などに興味
関心を持って鑑賞する

□身近な外国文化に興
味を持ち、意欲的に学ぼ
うとする
□より多くの伝統的な文
化を学び理解を深めよう
とする

□身近な外国文化を学
ぶ
□より多くの伝統的な文
化を学ぶ

□身近な外国文化に興
味を持つ
□より多くの伝統的な文
化に興味を持つ

□地域の伝統的な行事
（夏祭り、秋祭り等）に参
加することを楽しむ
□身の回りにある様々な
文化・伝統行事を行うこ
とを楽しむ（暦の祝日、食
事の風習等）

□地域の伝統的な行事
（夏祭り、秋祭り等）に興
味を持つ
□身の回りにある様々な
文化・伝統行事に興味を
持つ（暦の祝日、食事の
風習等）

□地域の伝統的な行事
（夏祭り、秋祭り等）を経
験する
□身の回りにある様々な
文化・伝統行事を知る
（暦の祝日、食事の風習
等）

□季節ごとの行事（七
夕、お正月、節分等）で、
みんなで活動することを
楽しむ

□季節ごとの行事（七
夕、お正月、節分等）の
活動に興味を持つ

□季節ごとの行事（七
夕、お正月、節分等）の
雰囲気を味わう

□季節ごとの行事（七
夕、お正月、節分等）を
経験する

Ⅱ：支援を求める力

□困った状況やそれが
予測されるとき、相談し
対処する習慣を身につけ
る
□急な変化による困難な
状況も周りの人に相談し
乗りきることができる
□相談できる相手や機
関を活用することができ
□困っている状況で相談
すべき相手が居る
□自分の苦手な状況を、
あらかじめ伝えることが
できる
□公的な機関に対する
知識を身につける

□自分が困ったときに、
周りの人にうまく伝えるこ
とができる
□自分の状況（～で～で
きない）や不調時（気持ち
が悪い、しんどい等）を周
りの人にうまく表現するこ
とができる

□自分が困ったときに、
どのようにすればうまく伝
わるかを考えることがで
きる
□自分の状況（～で～で
きない）や不調（気持ちが
悪い、しんどい等）を整理
してそれに応じて思いを
表現することができる
□自分が困ったときに、
自分がどのようなことで
困っているのか考えるこ
とができる
□自分の状況（～で～で
きない）や不調（気持ちが
悪い、しんどい等）を整理
してどのようにすればよ
いか考え、伝えることが
□自分が困ったときに
「手伝って」等、教員に助
けを求めることができる。
□自分の状況（～で～で
きない）や不調時（気持ち
が悪い、しんどい等）を相
手に伝えることができる

□自分なりの方法で自分
の意思（～と～がしたい、
～で～がほしい等）を伝
えることができる
□相手に伝わるまで、自
分の意思を伝えようとす
る

□言葉や絵カード、身振
り等、複数の手段を使っ
て相手に自分の意思を
伝えることができる
□複数の人に同様に理
解される方法で要求を伝
えることができる

□自分に対して話してい
る相手に注意を向けるこ
とができる
□相手の話（絵カードや
身振り、言葉等）を理解
することができる

□簡単な自分の気持ち
を自分なりの方法で伝え
る
□伝えられる自分の思い
を増やす

□担任や学年の教員や
身近な大人に興味を持
つ
□教員と一緒にあそぶこ
とを楽しむ
□人や顔の注視ができ
る

□担任や学年の教員や
身近な大人にの存在に
気づく
□教員と一緒にあそぶこ
とを経験する
□声がする方向を向くこ
とができる

FⅠ：働くことの意味を知る

□勤労の目的を明確に
する
□目的達成のための道
筋をイメージし、実践する

□就労を支える生活の
確立をめざす
□自分の力に応じた実
習先を選択できる
□進路決定に必要な自
己の理解を深める

□進路や社会生活に必
要なマナーや態度を状況
に応じてとることができる
□進路の情報や知識か
ら、進路の選択ができる
□実習を通じて自分の能
力を知り、伸ばそうとする

□進路や社会生活に必
要なマナーや態度を体験
を通して考える
□体験を通して進路選択
に必要な情報や知識を
得る

□進路や社会生活に必
要なマナーや態度を知る
□様々な進路があること
を知る

□手伝いや係活動をす
ることで、褒められる経
験を積み、自分の役割や
達成感を感じる
□一定期間（学期や通
年）一つの仕事（役割）を
やり通す

□決められた当番の仕
事（給食準備や配膳等）
を自分から進んで行うこ
とができる
□教員の手伝い（道具運
び等）を自分から進んで
することができる

□決められた当番の仕
事（給食準備や配膳等）
を行うことができる
□教員の言葉かけ等で、
手伝い（道具運び等）を
することができる

□教員と一緒に簡単な
手伝い（道具運び等）が
できる
□教員と一緒に当番の
仕事（給食の配膳等）が
できる

□次の活動に必要なも
のを準備する
□活動の終わりに片付
けをする

□自分で出した物は自分
で片付ける
□自分の荷物（服や水
筒、連絡帳等）を自分で
出し入れする

□自分の所有物を概ね
理解する
□自分の荷物を教員の
支えのもと、自分で出し
入れする

Ⅳ：人とつながる力

□相談できる相手を見つ
ける
□適切なタイミングで相
談することができる

□自分の思いをより正確
に表現できる方法や手
段、語彙を増やす
□自分の意思伝達につ
いて確認し、適宜補足す
ることができる

□周りへの影響を考えて
表現やタイミングを選ぶ
ことができる
□様々な集団の中で自
身の思いと他者の思い
の違いを受け入れること
ができる

□自分の意思を色々な
方法で他者に伝えられる
□様々な集団の中で他
者の思いを受け入れるこ
とができる
□自分の言動が相手に
影響を与えることを知る

□様々な集団の中で自
分の意思を表現できる
□自分の意思を色々な
方法で表現できる

□様々な集団の中で、自
分の意思を表現すること
に興味を広げる。
□様々な集団を経験し、
人と関わることを楽しむ

□親しい友達と積極的に
かかわる。
□クラスや学年など身近
な友達と関わりを増やす

□簡単なやり取り（質問
に答える、頼まれごとを
行う等）をすることができ
る。

□自分のこと（身の回り
のこと、授業の課題）を自
分で行う

□教員の見守りや言葉
かけで授業や生活面の
課題に取り組むことがで
きる

□教員と一緒に授業や
生活面の課題に挑戦で
きる

□教員の寄り添いで授業
や生活面の課題に挑戦
することを受け入れる
□教室内に入ることがで
きる

Ⅲ：学び続ける姿勢

□授業や設定された課
題以外でも自分から学ぶ
姿勢を身につける
□自己の振り返りから改
善すべき課題を自分で見
つける
□課題に応じて自分なり
の方略を見つける

□新しい課題が苦手な
分野であっても挑戦する
ことができる
□興味を持続発展させる
ことができる

□自分の得意なこと・興
味を持てることについて、
上達するためにはどうす
ればいいのか考える
□自分が分からないとこ
ろを、調べたり他の人に
尋ねたりできる

□言葉かけなしで、課題
に取り組むことができる
□自分の得意なこと・興
味を持てることを見つけ
る

□少しの言葉かけで、課
題に取り組むことができ
る
□一つの課題をやり遂げ
る達成感を味わう

□学習に対する意欲を
高め、一つの課題をやり
きることができる

□難しい課題にも、繰り
返し、少しずつ取り組む
ことができる

□好きな活動や課題を
自ら行い、成功体験を積
む。

□様々な授業の活動に
意欲を持って取り組む
□授業内容や教材の変
化に気づき、楽しむ

□好きな授業で行うあそ
びや、制作を楽しんで活
動する

□授業で行うあそびや、
制作に興味を持つ

□授業で行うあそびや、
制作にふれる
□授業に参加することが
できる

Ⅱ：前に向かって進んでいく力

□将来（長期的な）の目
標に向けて段階的な目
標を設定し、達成に向け
て取り組むことができる
□将来の夢に向けて今
頑張ることを決め取り組
むことができる

□将来（長期的な）の目
標を設定することができ
る
□将来の夢がある

□目標達成に必要な情
報を得たり経験をつんだ
りする
□目標達成に向けて、積
極的に新しいことに挑戦
する

□目標に向けて、さまざ
まなことにチャレンジする
□目標達成のために、ア
ドバイスを受け入れたり
計画を変更したりできる
□目標を達成するには、
色々な方法があることを
知る

□長期(３年後・卒業後)
の目標をもち、達成する
ための方法を考える
□長期の目標をもち、必
要に応じて振り返りを行
うことができる

□近い未来への目標（体
育大会の徒競走で１位に
なりたい、等）を持つこと
ができる

□何段階か先（一日や一
週間等）の見通しを持っ
て行動することができる

□近い段階（次の授業や
活動）の見通しを持って
行動する
□見通しを持って、授業
に参加することができる

A Ⅰ：規則正しい生活習慣

□教員の促しで、食事の
マナーや食べ方に気をつ
けることができる
□教員の促しで、体力づ
くりのための運動（ランニ
ング等）をすることができ
る

□好き嫌いなく食べるこ
とができる
□一日の生活リズムを整
える
□様々なあそびを通し
て、体の動かし方を身に
つける

□食事のバランス、睡眠
時間、運動量と健康な生
活との関わりについて知
る
□病気の知識、予防、対
処法について知る

□自分の健康状態を知
る
□自分の体に必要な食
事と運動のバランスを維
持しようとする
□成長による自分の体
の変化を知り、自身の身
体に関心を持つ

□自分の体の状態を把
握し、必要な食事と運動
のバランスについて知る
□食事の好みに応じた
量の調整や、メニューの
選択を行う
□自分に必要な運動量
を知り、実践する

□成長に必要な食事の
バランスについて知る
□自分の食事の好みや
量を把握する
□自分に必要な運動量
を知る

□善悪を判断することが
できる
□集団が変わっても善悪
の判断ができる

□学部や学校等のルー
ルとその意味について
知っている
□場面や場所によって
ルールが違う場合がある
ことを知る

□場面が変わっても（校
外等）集団内のルールや
マナーを守って活動する
ことができる
□特定の教員（担任等）
がいなくてもルールを
守って活動することがで
きる

□自身の行動を振り返
り、改善ができる
□集団生活において、他
者理解を深める

□ルールと行動を照らし
合わせ、振り返りができ
る
□時間の管理ができる
□社会には法があること
を知る

CⅠ：規範意識を高める

□善悪を判断し、ルール
にそった行動がとれる
□集団や場面がかわっ
ても、自分で正しい判断
ができる

□様々な自然現象に興
味を持つ
□音楽や芸術作品に対
する興味の幅を広げる

Ⅲ：個性の伸長

□他者と違いのある自分
を受け入れる
□他者の良いところから
学ぶ

□友だちと協力して活動
する機会を増やす
□友だちとのかかわりの
中で、自分の得意なこと
を見つける

□苦手なものも自分で食
べることができる
□楽しみながら食事を行
う
□疲れたときには休養・
睡眠をとることができる
□あそびを通して、体を
動かすことを楽しむ

□支えがあれば水分摂
取や苦手なものも少しず
つ食べることができる
□日中に活動し、夜に眠
るリズムをつける
□体を動かして、あそぶ
ことを楽む

□好きなものを中心に、
食事を摂ることができる
□定時排尿ができる
□日中はしっかり活動し
て、夜にしっかり眠る

□食べることへの欲求が
ある
□日中の活動があり、夜
に眠ることができる
□定時排尿に取り組む

EⅠ：基礎的・基本的な知識、技能

□自己の意見を持ち、他
者と適切に関わり主体的
に生活する
□自分の行動を振り返り
報告するための文章が
書ける
□情報媒体から必要な
情報を取り出し、活用す
ることができる
□到着時刻から考えて計
画的に公共交通機関を
利用することができる
□予算にあった買い物を
計画することができる
□状況に応じた言葉遣い
をすることができる

□中期(週・月単位)の見
通しをもって行動できる
□説明書等を読んで理
解し器具の操作をした
り、知りたい情報を収集し
たりできる
□自分の気持ちや考えを
ことばにまとめることがで
きる
□短期(一日)の見通しを
もって行動できる
□買い物の際、合計金額
を計算したりお金のやり
とりをスムーズに行える
□自分の気持ちやその
日にあったことなどを、短
い文で表現したり発表し
たりできる
□簡単な計算やお金の
やりとり、時間がわかる
□簡単な文章を読み書き
できる
□自分の気持ちをことば
やしぐさで表現できる

□物を買うにはお金が必
要であることを知る
□お金を払う、おつりをも
らう等の買い物のやりと
りができる

□一日、一週間等の流れ
をつかんで生活する
□一日の中の時間を意
識して活動する（１０時か
ら授業、８時からテレビを
見る等）

□一日の流れや予定を
意識する（学校に行く、学
校にいって病院に行く等）
□家庭や学校での毎日
の活動を主体的に行う

□一人で身の回りの処理
ができる
□なぞりがきができる

□少ない支援で身の回り
のことができる
□形が分かる

□教員と一緒に身の回り
のことができる
□自分の名前がわかる

□教員と一緒に身の回り
のことに取り組める

□持続運動において
ペース配分を考え、調整
することができる
□周囲の状況に応じて、
運動の緩急を調整するこ
とができる
□ルールを理解して、
ゲーム性のある運動が
できる
□必要に応じて複数の
動きを組み合わせて運
動することができる
□怪我に注意して運動す
ることができる
□概ね指示に従って行
動することができる（待
つ、動くなど）

□手先や足先などの細
かな身体の動かし方につ
いて意識する
□どのようにすればより
効率よく身体を動かせる
ようになるのか学ぶ
□手本を見て動作の模
倣ができる

□いろいろなスポーツに
興味関心を持ち取り組も
うとする
□余暇活動として、自分
に合った運動を選び活動
できる

□体育用具（マット、跳び
箱、鉄棒、なわとび等）に
合わせた活動をすること
ができる
□様々な模倣（体操、ダ
ンス等）をすることができ
る

□自ら、食事のマナーや
食べ方に気をつけること
ができる
□自ら、体力づくりのた
めの運動（ランニング等）
をすることができる

□自分の生活を振り返
り、自主的に改善しようと
する
□余暇の過ごし方や時
間の切り替えなど適切な
過ごし方を自分で計画す
る

□身近な植物や動物に
ふれる
□絵（絵本）や音楽
（音）にふれる

□身近な植物や動物へ
の興味を深める
□絵（絵本）や音楽（音）
の楽しさ、おもしろさを感
じる

□教員の働きかけで身
近な植物や動物に興味
をもつ
□絵（絵本）や音（音楽）
に興味をもつ

□ものを指でつまむこと
ができる（つかむ）
□平坦な場所を１人で歩
く

Ⅱ：運動の調整

□向上心をもってスポー
ツに取り組む
□他者と競いながら運動
機能を向上させようとす
る

□特定の音楽に反応（微
笑み、振り向きなど）する
□特定のもの（おもちゃ
やえほん）に積極的にふ
れようとする
□好きな場所がある

□好きな音楽や遊具を
使った活動を、落ち着い
てすることができる
□自分が安心できる環
境（場所）で、しっかり活
動することができる

□好きな音楽やお気に
入りの遊具がある
□好きな遊びがある
□落ち着ける環境（クー
ルダウンできる方法）が
ある

□周囲の応援等で、苦手
なことも頑張って活動す
ることができる
□苦手なことにも短時間
向き合うことができる

□親しい友だち（クラスメ
イト等）の中で落ち着い
て活動することができる
□複数の教員（担任以外
等）と意思疎通ができる

□苦手なことにも、挑戦
しようとすることができる
□あきらめずに最後まで
がんばることができる

□特定の教員（担任等）
と一緒に活動することが
できる
□特定の教員（担任等）
と意思疎通ができる

□心や体の変化を理解
し、受け入れる
□感情や力のコントロー
ルを学ぶ
□不安な感情を表出して
処理する

□自分の身体が変化す
ることを知る
□自分の心の変化に気
づく
□自分の心身の状態を
把握する

□心身の体の成長を肯
定的に受け入れることが
できる。
□ストレスや不安を解消
する手段を持ち感情や力
をコントロールできる。
□将来を具体的に前向
きに考えることができる

□不安な感情が起こる状
況で、自分に合った対応
を知る
□ストレスを発散する方
法がある

□心や体の変化に対し
て、適切に対応できる
□感情や力をコントロー
ルしようとする

BⅠ：心の調整

□簡単なルールのある
ゲームができる
□言葉かけ等で複数の
動き（走って跳ぶ等）を連
続することができる
□簡単な動作の模倣が
できる

□言葉かけや合図で基
本的な運動（歩く、走る
等）をすることができる
□教員の動きを見て、自
分で体を動かす（体操
等）ことができる

□立った状態で衣服や
靴の着脱等を一人で行う
□階段や坂道の上り下り
を一人で行う

□衣服や靴の着脱等を
少しの支援で行う
□階段や坂道の上り下り
を少しの支援で行う

□衣服や靴の着脱等を
教員と一緒に行う
□階段や坂道の上り下り
を教員と一緒に行う

□自分の感情に合わせ
て歌ったり、踊ったりする
□経験したものや事柄を
自分なりの表現で描く

□音楽に合わせて手を
たたいたり、踊ったりする
ことを楽しむ
□好きなものを自分なり
の表現（みたて等）で描く

□自分で音を出したり、
音楽（曲）にあわせて体
を揺らしたりして楽しむ
□絵を描くことに興味を
もつ

□感情や経験、想像した
ことを音楽（歌、器楽、ダ
ンスなど）で表現すること
ができる
□感情や経験、想像した
ことを絵で表現すること
ができる

□様々な植物や動物に
興味を持つ
□多くのジャンルの絵や
音楽に触れる

□好きな植物や動物が
ある
□好きな音楽や絵等が
ある

Ⅱ：自然や美への情緒や感情の育み

□好意的に自然に触れ
る生活習慣を持つ
□好きな芸術の製作や
観賞を生活に取り入れる

□四季による身の回りの
環境変化を知る
□芸術の分類を知り、好
きな分類を探す
□芸術作品を制作し、技
術を向上させる

Ⅱ：助け合いを大切にする態度

□身の回りの物や動植
物の存在に気づく
□教員と一緒に身の回り
の物を丁寧に扱う

□身の回りの物や動植
物にふれる

□動植物の世話をするこ
とを楽しむ
□野菜等の収穫を楽し
みにして育てる

□動植物などが変化（成
長）することに気づく
□季節や天気などが変
化することを知る

□身の回りの植物の違
い（様々な種類があるこ
と）に気づく
□様々な生き物に興味を
持つ

□特定の教員（担任等）
との簡単な約束（～がで
きたら～をしよう等）を守
ることができる

□学部や学校などの
ルール（廊下を走らない
等）を守ることができる
□小集団の中で活動す
ることができる

□学級や学年などの
ルール（友だちを待つ、
集団に自分を合わせる
等）を守ることができる
□友だちの中で一緒に
活動することができる

□日常生活で必要な決
まり（手洗いをする・歯み
がきをする等）を守ること
ができる
□時間（始まりの時間、
終わりの時間等）を意識
することができる

□気持ちが安定している
ときには、教員と一緒に
一定時間待つことができ
る
□サインで待つが分か
り、行動を一時とめること
ができる
□着席できる

□教員と一緒に順番を守
ることができる
□見通しがもてれば教員
と一緒に一定時間待つこ
とができる

□共有の道具を扱うとき
のルールを知っている
□天気など自然現象や
自分の身体の変化やそ
の特徴について興味関
心を持つ

□自分のものや共有の
道具を大切にし、適切に
使うことができる
□動植物の良さや特徴
に気づき、興味関心を
もって接する

□身の回りのものや道具
を大切にし、適切に使う
ことができる
□動植物を大切にし、や
さしい心で接することが
できる

Ⅱ：自然や環境を大切にする

□日常生活での廃棄物
の処理方法、および自然
保護や動物愛護のルー
ルを守る

□日常生活での廃棄物
がどうなるか、および自
然保護や動物愛護の
ルールを理解する
□環境保全に必要な課
題を知る

□物や道具を扱うための
ルールを守って、大切に
扱うことができる
□動植物などの自然や
相手に敬意を払い、大切
にできる

□身近な道具やものを正
しく扱う
□身の回りの動植物に
興味を持って触れる

□自分がかけがえのな
い存在であることを知る
□自分と同様に他の人
の命を大切にできる

□自分と他者は違うこと
を受け入れることができ
る
□命の大切さを知る

□自分の得意なことに自
信をもって取り組む
□友だちのよいところに
気づく

D Ⅰ：自他の大切さを認める態度

□身のまわりの物や遊
具の存在に気づく
□身のまわりの人の存
在に気づく
□興味のあるものに手を
伸ばす

□友だちや周りの人が何
をしているのかに興味を
もつ
□周りの人が使っている
物や遊具に興味をもつ

□だれかのマネをする
□身近な友だちの存在に
気づく
□友だちと一緒の空間に
いることができる

□教員と友だちの中で一
緒に遊ぶ

□教員と1対１の関係の
中で遊ぶ
□友だちをつくることがで
きる

□自分と友だちの違いを
知る
□集団の中で色々な人と
の関わりを持つ

□自分の得意な活動に
積極的に参加できる
□自分の好きな活動に
積極的に参加できる

□身のまわりの物や遊
具であそぶことを楽しめ
る
□身のまわりの人に興味
をもつ

□同じクラスや同じグ
ループの児童生徒と同じ
場所で活動する
□身近な友だちに興味を
もつ

□特定の教員に関わりを
求める
□特定の教員と一緒の
空間にいることができる

□教員の見守りや言葉
かけで、できる活動を増
やす

□身近な大人に褒めら
れることで、「できた」喜
びを経験する
□身近な大人に褒めら
れることを目標に、活動
することができる

□教員と一緒に活動でき
ることを増やす

□「自分でできる」という
気持ちを持って活動する
□何事にも挑戦する気持
ちを持つ

□繰り返し取り組むこと
で、一人でできる活動を
増やす
□一人でできることに達
成感を持つ

□特定の教員（担任等）
となら、「やってみよう」と
思う気持ちを持つ

□得手不得手などの自
己理解を深める
□自分の得意分野で貢
献する喜びを知る
□自分らしさを求める

□友だちの得意なことを
知る
□友だちの良いところを
知る

□自分の好きな遊びや
遊具を増やす
□好きな物やあそびを自
分で選ぶ

□自分の得意なところ・
よいところを伸ばす
□友だちのよいところを
認める

□好きな物や遊具で、あ
そびを広げていく（ごっこ
あそび等）
□好きな物や遊具を教
員や友だちと一緒に楽し
むことができる

□集団の中で簡単な役
割を果たすことができる
□自分の役割を意識して
活動する

□友だちを誘って遊ぶ
□友だちのお世話をする
□自分から友だちへ関わ
ろうとする

□不特定多数の人と交
流し、活動の場を広げる
□周囲の人が困っている
ことに気付き、手伝うこと
ができる

□教員の急な手伝いなど
の指示であっても、やり
遂げることができる
□同じクラス、グループ
以外の児童生徒と協力
することを経験する

□特定の教員だけでなく
他の大人と関わることが
できる
□同じクラス、グループ
以外の児童生徒とも関わ
ることができる

□今大切なことは何かを
判断し、自分の感情や欲
求をコントロールしながら
集団や他者のために行
動することができる
□集団の中で自分の役
割を理解し、実践する

□集団全体を大きく見る
ことができる
□集団の中で自分の立
ち位置を理解し、得意な
ことを活かすことができる

□友だちと一緒に遊んだ
り、関わったりすることを
楽しむ

□常に自他の尊厳に配
慮した態度をとることが
できる
□人権を尊重する態度を
養う

□自他を大切にする心を
育てる
□人権について知る
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観点を明確にした上で十分な話し合いを行うことが目

的となっている。 

 『教育実践マトリクス』の作成には、本校開校前に

設置された「西浦支援学校開校準備室」およびその前

身の「中河内・南河内新校ワーキンググループ（以後

WG）」に配属された教員が当たった。作成に当たっては、

WG所属の各教員自身および、各自の所属支援学校での

これまでの教育実践や児童生徒指導の経験を基に知的

障がい支援学校における小中高 12 年間に行われる指

導の内容（個別の教育支援計画、個別の指導計画、年

間授業計画）を収集した。そして収集した内容を学習

指導要領と独立行政法人特別支援教育総合研究所によ

る「キャリアプランニングマトリクス（試案）」と対照

しながら本校の教育目標「未来を生きる主人公を育て

る」にも合致するよう分類、整理し配列を行った。WG

内で幾度かの改訂を経て、知的障がい特別支援学校の

小学部から高等部までの 12 年間の全ての教育活動

でつけてほしい力を16の項目（資料①『教育実践マト

リクス』の横軸）に分類し、その各項目内で扱われる

べき具体的な内容を12のまとまり（資料①『教育実践

マトリクス』の縦軸）に分け、おおむね段階的になる

よう配置した。このような経緯で出来上がったものが

『教育実践マトリクス』である。  

筆者は開校準備室およびＷＧでは『教育実践マトリク

ス』の作成を担当し、開校から3年間は校内で運用・

改善を所管する分掌の担当として、直近2年は学習指

導要領改訂に伴う『教育実践マトリクス』の改定を検

討する校内プロジェクトチームのとりまとめとしてこ

の『教育実践マトリクス』に携わってきた。 

本実践は、授業立案に『教育実践マトリクス』を活用

する手順の紹介およびその効果についての報告を行う。 

 

『教育実践マトリクス』の使用方法について 

 『教育実践マトリクス』の使用手順は次の通りであ

る。まず、入学または進級により担任する児童生徒が

決まった段階で、『教育実践マトリクス』のつけてほし

い力 16 の項目に沿って日々の指導の中で行動観察を

行う。この時、在校生については前年度の『教育実践

マトリクス』の結果を確認したうえで行動観察を行う

ことになる。十分に行動観察を行った後、担任間で本

年度の児童生徒の実態に応じた項目がどこにあたるの

かを話し合って決定する。この、話し合いこそが『教

育実践マトリクス』の肝となる部分である。教員が同

じ観点で見立てを行い、児童生徒の実態について共通

認識を形成していく。実態に応じた項目が決まった後、

その年度につけてほしい力（「ねらい」）の到達目標を

16項目それぞれについて決定する。ここでも十分な話

し合いが肝要となる。「実態」および「ねらい」が決定

すれば、それを基に個別の教育支援計画や各教科の個

別の指導計画を立てていくことになる。個別の教育支

援計画作成にあたっては保護者との話し合いを持ち本

人及び保護者のニーズの聞き取りを行うことになる。

ここでも必要に応じて『教育実践マトリクス』を用い

て担任と保護者が話し合い、個別の教育支援計画を作

成していく。そうして作成された『教育実践マトリク

ス』、「個別の教育支援計画」、「個別の指導計画」を基

に日々の指導が行われていくのである。指導に際して

は各学部、各学年、各教科の実態に応じて課題別のグ

ループ学習を行っている。その学習グループについて

も『教育実践マトリクス』に付随するグループ判定ツ

ールの結果が参考にされる。このグループ判定ツール

は各教科に主に必要な力（メインコード）を16項目か

ら2つずつ抽出しその数値を基に各学部各学年に応じ

た課題別グループの適正を判定するものである。其の

他に各教科に関連する力（サブコード）も設定してい

る。（例：『数学理科』の場合メインコード「EⅠ：基礎

的、基本的な知識・技能」「EⅡ：前に向かって進んで

いく力」サブコード「CⅠ：自然や環境を大切にする」

になる）ただし、この結果のみで決定するのではなく、

その他の環境要因等と総合して学年および授業担当者

の合議の上で判定を行う。そして、日々の実践を終え

再度担任団で学年末時点での児童生徒の実態を再度

『教育実践マトリクス』に記入し、次年度への引き継

ぎ資料とする。このように行動観察・聞き取り（R）、

個別の教育支援計画、個別の指導計画の作成（P）、日々

の指導（D）、学年末の評価（C）、次年度への引き継ぎ

（A）のR‐PDCAサイクルに基づいた運用を行っている

のである。 

 

授業立案の手順 

 本実践の対象は本校中学部２年生、Ⅱグループ（課

題別４グループ展開の２番目に重度のグループ８名）

の数学理科の授業である。単元は数学：お金、理科：

体である。本時授業の内容は（資料②）の通りである。 
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この授業立案までの手順は以下の通りである。 

①：グループに所属する生徒全員のマトリクスの「ね

らい」を集め、全体・個人別、つけてほしい力別の平

均値を算出（資料③） 

②：算出結果から生徒観をまとめる 

③：生徒観および算出結果（メインコード、サブコー

ドの分析）から教材観をまとめ、評価基準を設定する 

④：生徒観、教材観、算出結果から指導観をまとめる 

⑤：本時の内容を立案する（資料②） 

本実践における②〜④の具体的な内容は以下の通り

である。 

 

 

 

 

生徒観 

 グループにおけるマトリクスの全体平均は5.5とな

っている。個人の平均値の最高が7.0、最低が4.0と

全体平均±1.5 の範囲に収まっており、学習集団内で

の「ねらい」のばらつきは概ね小さい集団であると言

える。16のつけて欲しい力（横軸）それぞれの平均値

を見ると、CⅡ（3.9）、EⅢ(3.8)が低く、AⅠ(6.3)、A

Ⅱ(6.9)、BⅠ(6.5)、BⅡ(6.5)が高い。CⅡ「自然や環

境を大切にする」では、発達年齢や障がい特性もあり、

自己の世界から自分を取り巻く環境に興味を向けてい

くことが課題である生徒たちであると言える。EⅢ「学

び続ける姿勢」では、好きな課題や活動を軸に苦手な

課題に「自発的」に取り組めるようになっていくこと

が課題である生徒たちであると言える。一方AⅠの「規

則正しい生活習慣」は基本的な生活習慣は身につけて

おり、AⅡ「運動の調整」においても基本的な動作や簡

単な動作の模倣ができ、簡単なルールの理解もできる

ことが強みの生徒たちである。BⅠ「心の調整」におい

ては、周囲の応援等を必要とする生徒もいるが、基本

的には前向きに課題に取り組む姿勢のある生徒たちで

ある。BⅡ「自然や美への情緒や感情の育み」では、自

分の思いを色々な表現として表出できる感情表現の豊

かな学習集団であると言える。 

教材観 

 前述のメインコード・サブコードを元に本実践の課

題設定理由と評価基準を示すと以下のようになる。 

メインコードEⅠ：基礎的、基本的な知識・技能 

平均：5.9 最低２ 最高９ 

 一人の生徒を除き３～６の範囲を「ねらい」とする

生徒達である。数学理科に関する最も高い生徒のマト

リクス上のねらいは「買い物の際、合計金額を計算し

たりお金のやりとりをスムーズに行える」である。一

方、「形がわかる」を目標とする生徒もいる。そこで、

今回は硬貨を中心に扱うこととした。同じ「お金」に

関する内容を扱いながら、難易度を大きく3段階で設

定した。難易度の高い順に以下の通りである。 

A、紙幣を含む複数の硬貨の合計金額の計算ができる。 

B、複数又は単種の硬貨の合計金額の計算ができる。 

C、硬貨の弁別が正確にできる。 

集団の課題として皆の前で課題に取り組むことで、学

びの広がりを狙いながら、個別課題では学びの定着を

めざしている。 

EⅡ：前に向かって進んでいく力 

平均：5.5最低３ 最高７ 

ほとんどの生徒が近い未来（数週間～数分）の見通し

を持つことがねらいの生徒である。そのため、授業の

流れは概ね固定し見通しを持ちやすくすると共に、次

回の授業予告なども繰り返し行うことで単元の見通し

ももてるよう心がけている。 

一方で、「教員の見守りや言葉かけで授業や生活面の

課題に取り組むことができる」を目標とする生徒もい

るため、必要に応じて注目を促す言葉かけや、取り組

むべき課題のプリントや活動に関する補助的な言葉か

けを個別に行う等の支援も行っている。 

サブコードCⅠ：自然や環境を大切にする 

平均3.9最低２最高７ 

「身の回りのものを教員と一緒に丁寧にあつかう」こ

とをねらいとする生徒もいるため、生徒の机上は必要

資料②本時の

指導略案 

資料③対象グループの「ねらい」一覧 
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なものだけになるよう言葉かけを行ったり、1 つの課

題で扱う教具以外は生徒の視界から隠したりすること

で、今扱うものに集中できるよう心がけている。 

 身近な動植物への興味や基本的な理解をねらいとす

る生徒の学習集団であるため、今学期は最も身近な動

物としての「人間」の体の部位名を課題として取り上

げている。あわせて今後の空間認識の広がりを見据え、

左右の学習も取り入れている。左右の理解については

難しい生徒もいるので身体の動きと連動させながら学

習を進めている。 

指導観 

 授業全体を集団課題、個別課題、お楽しみの３つで

構成した。集団課題では、同じ「お金」「体」を扱いな

がら個別の評価基準に応じた活動を用意した。皆の前

で取り組み成功体験を積み自信をつけられるようにす

ると共に、友だちの活動の様子を見ることで新たな発

見や、学びの深まりを期待している。また、出席では

写真で指名し（見ること）、体の部位に触れる課題では

口頭の指示（聞くこと）で行うことで生徒が視聴覚を

使用するバランスにも留意した。 

個別課題では集団課題の内容を定着させられるよう

個別のねらいに応じたプリント課題を用意したり、使

用する写真をそれぞれ本人のものにしたりすることで

意欲を高められるようにした。 

お楽しみでは、子どもたち自身がどのゲームをするか

自己選択の機会を設け、皆で取り組むことが楽しめる

ようにしている。この活動を最後に持ってくることで、

生徒たちの学びの意欲を維持する狙いがある。 

実践の成果 

授業を行なった際の様子を基に実践の成果について

述べる。教材観にある通り、授業の流れを一定にする

ことで生徒たちは活動に見通しを持つことができ、生

徒観で課題とした自発性を発揮できるようになった。

集団課題では、積極的に挙手し指名されるのを楽しみ

に課題に取り組める生徒がほとんどであった。また、

友だちの活動を見て正解した時には教員と一緒に拍手

して喜びあう姿も見られ、自身の活動だけでない興味

の広がりも見られた。金種の理解も最初は１種（１円）

のみであった生徒も学習を続けるうち３種（１円、１

０円、１００円）の弁別ができるようになった生徒も

いた。体の学習においても左右の弁別の際に右をグー、

左をパーと決めたことで、「右目」など指示をすると手

をグーにして確認してから部位に触れる様子も見られ

た。お楽しみでは最初は自信のなさからゲームへの参

加が難しく見学していた生徒も友だちに誘ってもらっ

たり、得意なゲームを自分で選んだりすることで一緒

に楽しめる機会が増えた。個別課題でも自分の写真入

りのプリントに取り組むことを楽しみにして「まだ？」

と配られるのを期待している生徒もいた。このように、

『教育実践マトリクス』を基に生徒像を分析し授業立

案し、課題設定を行ったことで授業でのねらいの多く

を達成することができた。 

次に『教育実践マトリクス』を授業立案に活用し、授

業を行った際のメリットについて述べる。最大のメリ

ットは授業の客観性の担保である。担任団の見立てに

よって作成された『教育実践マトリクス』の資料を基

に授業者の見立てを加え授業立案することで、授業者

個人の主観だけでなく、複数の教員の視点を取り入れ

ることが容易になる。 

また、単元計画や本時の授業を考える際に、その授業

でのねらいや評価の観点、支援の手立てを考える時、 

「何を」や「なぜ」が『教育実践マトリクス』を基に

することで明確化でき、授業立案が具体的かつ客観的

に説明可能になる。これはサブ教員に授業内での動き

やねらいを説明する時にも有効である。この点は、保

護者等への授業の「ねらい」の説明にも活用できるの

ではないかと考えている。本時の実践は他県の学校か

らの見学者受け入れを公開授業として行なったが、授

業後の見学者との意見交換会でも授業説明の資料とし

て活用し、スムーズな情報共有に効果的であった。 

今後の課題 

 今回の実践を通じて『教育実践マトリクス』の授業

立案への活用の一つのモデルを提示することができ、

その効果を示すことができた。しかし、この方法以外

にも客観的に授業立案や児童生徒像をまとめる方法は

検討可能である。例えば児童生徒個人の像を『教育実

践マトリクス』を基に記述することも可能ではないか

と考えている。作成時、『西浦支援のマトリクスから大

阪のマトリクスに』と目標を掲げていた。その意図は

より多くの学校で活用され、客観性の担保された学習

活動によって多くの児童生徒の学びの深まりを願った

ものであった。本稿を通じてより多くの関係者の目に

触れ『西浦支援のマトリクスから日本のマトリクスに』

なることを願って今後も『教育実践マトリクス』の改

善に向けた改定とより良い活用方法の検討を続けてい

こうと考えている。 


